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通告
順

質　問　者 件名 要    　　　　　　　  旨

町長
①「通学路における合同点検」とはどのような組織なのか。第２町内会の住民
はメンバーに入っているのか。これまでの経過などを伺う。

教育長
②児童生徒たちは登下校の際、車道を歩いていることが多いが、学校での指
導はどのようになっているのか。

① 道の駅の在り方 早い段階で拠点づくりを進め実現していくべきと考えるが町長の考えは。

③ 教育長 コロナ禍の子供たち
今後感染対策をしつつ、学校教育や学校行事とコロナとのバランスをどのよう
に取り、進めていくのか。

グランドデザインはまちづくりの根幹を話し合う場所であった。令和４年度の予
算が組まれていない説明と町長の再考を求める。

①ハード面の予算は一旦見送るとはどういう意味か。

②町長の残り２年の任期中についての計画は。

③道の駅周辺を拠点整備する意義についての考えは。

④ゼロカーボンの道の駅と温泉の合体案を検討して。

⑤浦臼町財政の徹底的な見直しを求める。

⑥駅前再開発事業の見直しを求める。

将来の本町人口と農業者戸数について

・米価暴落の原因は。

・仮称営農対策協議会はどのような役割になるのか。

・再生協議会が示す目安は再生産可能な経営体となるのか。

・グランドデザイン整備事業の開始を決めきれないのはなぜか。検討とは何を
するのか。

②指定管理料をカットしたその理由は。

③国道の案内標識を現在地にできない理由は。

④今後示される実施設計は、以前のA案、B案が基本になるのか。

⑤自然休養村センター側を道の駅とした場合、国道の中央分離帯の廃止等
の考えは。

⑥自然休養村センターの今後の改修について。

⑦将来、鶴沼公園、キャンプ場を含めた総合的な管理委託を考えていると聞
いているが、その内容は。

⑧宿泊施設はなくしてはならないと考えるが、町長の所見は。

浦臼町のまちづくりの根幹を問
う

町長
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６　　番

静川広巳議員
② 多世代交流施設の必要性

将来、何が必要になるのか議論する必要があり、交流施設を建設することは時
期尚早と考えるが、町長の考えは。

２　　番
野崎敬恭議員

①
町道西2条通線の歩道除雪に
ついて

1

町長

①
５　　番

折坂美鈴議員
3

８　　番
中川清美議員

4 ① ワイン醸造所の設置について 大学校と共同開発のワイン醸造所の考えは。

6
３　　番

柴田典男議員
① 町長

道の駅の現状と今後の見通し
について

浦臼町人口動態と本町予算に
ついて

町長①
７　　番

牧島良和議員
5

町長

①現在地に移転したその経緯は。


